
［成果情報名］発酵豆乳粕給与による飼料利用性の向上と高品質鶏卵の生産

［要約］産卵鶏に発酵豆乳粕乾燥粉末を飼料の５％を代替して給与することにより、卵重

が重く、卵殻質や脂肪酸組成の優れた鶏卵を生産でき、飼料要求率が約３％改善される。
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［背景・ねらい］

近年、資源循環社会の構築に向けて、食品リサイクル法が施行され、食品製造業者等か

ら排出される食品性廃棄物のリサイクルへの取り組みが各地で行われている。このような

取り組みの中で、畜産飼料への利用では、リサイクルと飼料費削減という観点から取り組

みがなされているが、これら廃棄物を未利用な有用資源として飼料価値を高める処理法や

機能性成分の移行に関する点からの検討はあまり行われていない。本試験では未利用資源

である豆乳粕を発酵処理して飼料価値を高めたものを産卵鶏（白色レグホン）に給与する

ことにより産卵成績及び卵質向上を目的として検討を行う。

［成果の内容・特徴］

生豆乳粕を水分調整後、豆麹菌と乳酸菌を混合して１ヶ月発酵させた後通風乾燥した

Ａ発酵飼料（Ａ区とする）と発酵後麹菌を接種３日培養後乾燥したＢ発酵飼料（Ｂ区

とする）を対照飼料の５％代替して 週間供試する。10

１．発酵豆乳粕給与により、卵重が ～ 、日産卵量が ～ 増加し、飼料要求率が1.5 2g 0.5 1g

２～３％改善される（表１ 。）

２．卵質成績では、発酵豆乳粕給与により卵殻質の全項目（卵殻強度、卵殻厚、卵殻卵重

比率及び卵殻重量）で５％前後の改善がみられ（表１ 、卵黄脂肪酸組成は、リノー）

ル酸 リノレイン酸比率が減少する（表２ 。/ ）

３．飼料利用性では、発酵豆乳粕給与により、窒素分解率が２～５％改善され（表３ 、）

頸骨中のリン及びカルシウム含量も高い傾向が見られる（表４ 。）

以上のことから、発酵豆乳粕を飼料の一部と代替して給与することにより、効率的に

高品質な鶏卵生産が可能と考えられる。

［成果の活用面・留意点］

１．発酵豆乳粕は、飼料栄養価が高いので、卵重過大抑制の観点からみて産卵末期での使

用は飼料中タンパク質を増加させないような飼料設計が必要となる。

２．発酵豆乳粕の飼料特性から、卵重低下が顕著となる夏季や産卵前期から中期にかけて

飼料添加するのに適していると思われる。
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表１ 産卵成績及び増体重並びに卵質成績
区 分

産卵率（％） 79.0 ± 20.1 77.2 ± 18.8 78.4 ± 22.5
卵重（ｇ） 65.5 ± 5.5 67.5 ± 4.7 67.2 ± 3.2
産卵量(g/羽,日） 51.7 ± 14.2 52.2 ± 12.6 52.7 ± 15.5
飼料摂取量(g/羽,日) 113.9 ± 12.7 112.8 ± 9.5 111.9 ± 13.3
飼料要求率 2.20 ± 0.64 2.16 ± 0.95 2.13 ± 1.76
試験終了時体重(g) 1,863 ± 194 1,878 ± 170 1,867 ± 168
卵殻強度(kg/cm2) 2.95 ± 0.18 3.21 ± 0.18 3.20 ± 0.13
卵殻厚(1/100mm) 36.4 ± 0.6 36.9 ± 0.7 38.1 ± 0.5
ハウユニット 87.5 ± 2.3 88.6 ± 1.8 86.5 ± 1.8
卵黄色(ﾖｰｸｶﾗｰﾌｧﾝ) 11.2 ± 0.4 11.5 ± 0.4 11.4 ± 0.3
卵殻卵重比 8.8 ± 0.3 8.9 ± 0.2 9.3 ± 0.2
卵殻重(mg/cm2) 76.0 ± 1.6 77.1 ± 1.9 80.7 ± 1.5
※供試羽数15羽×３区(495～565日令）

対照区 発酵豆乳粕Ａ区 発酵豆乳粕Ｂ区

表３ 飼料乾物排泄量及び分解率並びにN排泄量及びＮ分解率
区 分

飼料摂取量(g/羽,日) 116.4 ± 18.0 122.4 ± 14.8 125.8 ± 11.1
乾物排泄量(g/羽,日) 29.3 ± 4.8 31.9 ± 2.5 28.3 ± 3.2
乾物分解率(％) 71.7 ± 2.8 70.6 ± 3.7 75.0 ± 2.3
Ｎ摂取量（g/日） 3.18 ± 0.49 3.70 ± 0.45 3.67 ± 0.32
Ｎ排泄量（g/日） 1.57 ± 0.31 1.76 ± 0.11 1.61 ± 0.24
Ｎ分解率（％） 50.7 ± 5.5 51.8 ± 5.8 56.0 ± 5.8

表４ 頸骨中の粗灰分、Ｐ及びCa含量(81週令時）
区 分
粗灰分 35.06 ± 1.84 34.60 ± 1.77 34.43 ± 2.72
Ｐ 11.0 ± 0.47 11.5 ± 0.42 11.9 ± 0.55
Ｃａ 26.7 ± 1.45 27.0 ± 1.41 27.2 ± 1.57

対照区 発酵豆乳粕Ａ区 発酵豆乳粕Ｂ区
（％）

対照区 発酵豆乳粕Ａ区 発酵豆乳粕Ｂ区

表２ 卵黄の脂肪酸組成（％）
区 分

ミリスチン酸(C14) 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.0 0.3 ± 0.1
パルミチン酸(C16) 25.7 ± 0.4 25.5 ± 0.7 25.5 ± 1.0
パルミトレイン酸(C16-1) 2.3 ± 0.3 2.2 ± 0.1 2.2 ± 0.2
ステアリン酸(C18) 9.2 ± 0.8 9.3 ± 0.3 9.9 ± 0.4
オレイン酸(C18-1) 46.2 ± 1.2 45.2 ± 1.2 46.1 ± 1.2
リノール酸(C18-2) 16.0 ± 0.9 17.0 ± 1.3 15.6 ± 1.3
リノレイン酸(C18-3) 0.4 ± 0.0 0.5 ± 0.0 0.4 ± 0.1
ﾘﾉｰﾙ酸／ﾘﾉﾚｲﾝ酸 42.1 ± 2.0 35.8 ± 2.4 36.0 ± 2.6
その他、微量脂肪酸組成は除く

対照区 発酵豆乳粕Ａ区 発酵豆乳粕Ｂ区


